






 

 当院に PMD 患者(児)が入院して以来、昭和 52 年 6 月末日までに死亡した患者

(児)でデュシアンヌ型は 62 名図①の通りである。今回は 15 才以下の 18 名を対

象に死亡前 1年間の記録から図②の徴侯をチエックし検討した。直接死因は図

③の如くである。 

 いずれの症例でも最初に脈拍の異常が観察されその後、末梢性チアノーゼが

出現し、続いて尿量減少、浮腫と移行している。脈拍数ではジギタリス剤投与

により徐脈だったものが死亡前 2～4日前より頻数になるものが 8例あった(炎

症性疾患を合併していないもの)。心性浮腫はふつう足背、脛骨前面、臥床患者

でも背部、仙骨部にみられるのだが吾々の例では顔面浮腫から出現するものが

7 例みられた。胸部圧迫感、胸痛は脈拍の異常と共に現れるが時折で末期に頻

発する。 


